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4
和歌山県防災ヘリ「きしゅう」に給水する

消防署員、消防団員（林野火災想定訓練より
　３月11日/文化センター横ヘリポート）
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昨
年
、
３
月
11
日
に
発
生
し
ま

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
や
、

１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
未
曾
有
の
大
災
害
の
復
興
に

向
け
て
、
復
興
庁
の
新
設
や
補
正

予
算
計
上
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
紀
伊
半

島
大
水
害
が
発
生
し
、
本
町
で
も

被
害
が
で
ま
し
た
。
災
害
で
は
想

定
外
の
事
が
起
こ
る
こ
と
を
認
識

し
、
更
に
防
災
対
策
を
進
め
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
深
刻
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
本
格
的
な

復
興
施
策
に
よ
り
、
景
気
の
持
ち

直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
欧
州
政
府
債
務
危

機
や
円
高
の
進
行
や
電
力
供
給
の

制
約
等
リ
ス
ク
要
因
も
あ
り
、
緩

や
か
に
景
気
は
回
復
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

震
災
関
連
の
第
３
次
補
正
予
算

平
成
24
年
度

　
当
初
予
算
決
ま
る
！

の
事
業
と
し
て
、
消
防
団
装
備
整

備
事
業
を
は
じ
め
、
避
難
所
備
品

等
整
備
事
業
、
防
災
行
政
無
線
電

話
対
応
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、
防

災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
、
更
に
は

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
等
を
本

定
例
会
に
上
程
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
に
６
，

６
０
０
万
円
計
上
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
長
期
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
で

あ
り
ま
す
。
後
期
基
本
計
画
で
は

成
果
指
標
を
設
け
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
間
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
新
年
度
施
策
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
25
年
度
完
成
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
、
道

の
駅
整
備
事
業
で
は
測
量
設
計
業

務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給

食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
美

里
中
学
校
で
中
学
校
給
食
を
実
施

し
、
整
備
等
を
含
め
順
次
野
上
中

学
校
の
給
食
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

更
に
、
長
谷
集
会
所
新
築
事
業
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
補

助
、
毛
原
保
育
所
の
耐
震
化
事
業
、

保
育
所
・
小
中
学
校
の
備
品
固
定

化
事
業
、
町
営
住
宅
跡
地
造
成
事

業
、
家
屋
図
作
成
事
業
等
新
規
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
、
若

者
に
定
住
し
て
頂
く
た
め
、
新
築

や
増
改
築
さ
れ
る
若
年
世
帯
に
対

し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
支
援
策

を
は
じ
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
配
置
、
農
作
物
鳥
獣
害
防
止

対
策
や
農
業
経
営
支
援
等
、
又
、

商
工
業
者
へ
の
利
子
補
給
等
経
営

支
援
、
更
に
は
、
道
路
等
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
健
康
づ
く
り
事
業
や
文

化
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
月
６
日　

議
会
開
会
）

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
町

道
神
野
市
場
福
田
線
や
芝
﨑
集
会

所
の
完
成
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
３
，
９
４
９
万
円
減
の
２
億
２
，

７
５
２
万
円
、
県
支
出
金
が
地
籍

調
査
事
業
費
の
増
や
過
年
林
業
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
対
前

年
度
比
２
，
７
２
４
万
円
増
の

４
億
２
，
５
３
４
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
諸
収
入
は
土
地
開
発
公

社
か
ら
の
貸
付
金
元
利
収
入
等
に

よ
り
対
前
年
度
比
１
，
７
６
３
万

円
減
の
１
億
６
，８
６
５
万
円
、地

方
債
は
長
谷
集
会
所
の
建
設
、
過

疎
債
ソ
フ
ト
分（
８
，
４
７
０
万

円
）の
計
上
や
毛
原
保
育
所
耐
震

化
工
事
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
１
億
２
，
６
４
８
万
円
増
の

９
億
３
，
３
９
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど

町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主

財
源
は
16
億
１
，
４
０
４
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
23
・
７
％
と
財

□分担金及び負担金ほか
　分担金及び負担金、使用料及び手数
料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金、諸収入

□地方譲与税ほか
　地方譲与税、利子割交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金、地
方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付
金、自動車取得税交付金、地方特例交
付金、交通安全対策特別交付金

町
長
の
所
信
表
明

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
が
第

１
回
定
例
議
会
の
審
議
を
経
て
決

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

68
億
２
，
７
０
０
万
円
で
、
対
前

年
度
比
２
億
９
０
０
万
円
増
、
率

に
し
て
3.2
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
　
入

町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の

依
存
財
源
は
52
億
１
，
２
９
６
万

円
で
、
歳
入
全
体
の
76
・
３
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

町　長
寺　本　光　嘉

町税
8億4,943万円
（12.4％）

地方譲与税ほか
2億1,620万円（3.1％）
地方譲与税ほか
2億1,620万円（3.1％）

県支出金
4億2,534万円
（6.2％）

国庫支出金
2億2,752万円
（3.3％）

国庫支出金
2億2,752万円
（3.3％） 町債

9億3,390万円
（13.7％）

地方交付税
34億1,000万円
（50.0％）

歳　入
68億

2,700万円

分担金及び負担金ほか
7億6,461万円
（11.3％）



平成24年度　総額予算額　１０５億９, ９５５万円
会　計　別　予　算　額　　　　（単位：万円）

会　   計  　 名 平成24年度
当初予算額

平成23年度
当初予算額

増減率

金額 率（％）

総　　　　　額 105億9,955 104億1,186 1億8,769 1.8

一　般　会　計 68億2,700 66億1,800 2億900 3.2

特　別　会　計 36億4,256 36億5,548 △1,292 △0.4

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業特別会計 15億2,700 14億8,904 3,796 2.5

国民健康保険診療所事業特別会計 8,749 9,285 △536 △5.8

後期高齢者医療特別会計 3億5,707 3億4,687 1,020 2.9

介護保険事業特別会計 14億3,138 15億　686 △7,548 △5.0

のかみふれあい公園運営事業特別会計 4,249 4,505 △256 △5.7

農業集落排水事業特別会計 2,617 2,615 2 0.1

野上簡易水道事業特別会計 5,074 4,684 390 8.3

美里簡易水道事業特別会計 1億2,022 1億　182 1,840 18.1

企　業　会　計
公営
企業

上水道事業会計
（収益的収支と資本的収支の合計額） 1億2,999 1億3,838 △839 △6.1

源
の
大
半
を
国
や
県
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
長
引
く
景
気
低
迷
の

中
、
町
税
に
つ
い
て
は
、
対
前
年

度
比
２
２
０
万
円
の
微
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
要
の

一
般
財
源
を
確
保
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
対
前
年
度

比
１
億
６
，
０
２
８
万
円
増
の

４
億
５
，
０
２
５
万
円
の
繰
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
　
出

町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に

み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
民
生

費
の
15
億
８
８
２
万
円（
22
・
１

％
）、次
に
借
入
金
の
返
済
に
あ
て

る
公
債
費
の
13
億
４
，
５
４
９
万

円（
19
・
７
％
）、
総
務
費
の

10
億
７
８
５
万
円（
14
・
８
％
）と

続
き
ま
す
。

2012.43

主  要  事  業　〈一般会計〉
○新 は新規事業。それ以外は継続事業です。

総務課
○新 道の駅整備事業 1,450万円
○新 町営住宅下佐々第2団地跡宅地造成事業 1,268万円
○新 長谷集会所新築事業 4,953万円
○新 テレビ和歌山データ放送委託料 6万円
○新 家屋図作成事業 3,190万円
○新 過疎集落再生･活性化支援補助   155万円

若もの定住促進補助 650万円
木造住宅耐震診断        88万円
木造住宅耐震改修補助 310万円
自主防災組織補助        34万円

民生費
○新 毛原保育所耐震化事業 1,319万円
○新 保育所家具の固定化事業        20万円

災害時要援護者台帳更新事業    204万円
ふれあいサロン事業 268万円
子ども医療費 2,040万円
認知症施策総合推進事業 632万円
学童保育事業   595万円

衛生費
○新 住宅用太陽光発電設備導入補助 250万円

合併浄化槽設置補助 2,101万円
紀の海広域施設組合負担金 6,470万円
各種予防接種委託料 2,184万円

農林水産業費
○新 きみの農業6次産業化生産地域人材育成事業 683万円
○新 緑の生産地域人材育成事業 672万円
○新 集落支援員の配置 345万円

地籍調査事業 1億3,732万円
基幹農道整備事業(山畑2期地区) 4,783万円
農産物出荷サポート事業         100万円
町農業経営支援事業補助         950万円
農作物鳥獣害防止総合対策事業補助 1,043万円
きみの婚活支援事業 80万円

商工費
○新 紀美野町イメージキャラクター作成事業 95万円

買い物弱者対策事業  11万円
土木費
○新 公営住宅等長寿命化計画策定     544万円
○新 町道安井福田線改良事業 1,103万円

町道東福井牧場線改良事業    3,074万円
町道平中通り2号線改良事業    3,083万円
町道谷線改良事業 3,083万円
町道柴目七山バイパス線改良事業    3,077万円
町道南線改良事業 3,000万円
町道神原線開設事業 2,055万円
柴目・長谷川河川改修事業    3,083万円

消防費
○新 消防署仮眠室個室化事業 690万円

消防救急無線デジタル化負担金    1,116万円
消防団小型動力ポンプ・積載車更新事業 820万円

教育費
○新 中学校給食の実施 435万円
○新 小中学校施設備品等転倒防止固定事業 30万円
○新 真国区民センタートイレ改修事業 225万円
○新 金環日食・ペルセウス座流星群イベント   21万円

町民癒しのコンサート事業        48万円
ふれあいマラソン事業 200万円
文化振興事業      400万円
学力・体力・判断力UP事業委託料 85万円

災害復旧費
○新 過年災害　林道毛原線災害復旧事業   900万円
○新 過年災害　林道毛原下滝ノ川線災害復旧事業 1,448万円
○新 過年災害　林道峯線災害復旧事業    2,587万円
○新 過年災害　林道東谷線災害復旧事業   1,547万円

歳　出
68億

2,700万円

予備費
1,000万円（0.2％）

商工費
3,027万円（0.4％）

議会費
9,512万円（1.4％）

諸支出金
2億1,412万円（3.1％）

土木費
3億7,119万円
（5.4％）

教育費
3億8,087万円
（5.6％）

土木費
3億7,119万円
（5.4％）

教育費
3億8,087万円
（5.6％）

消防費
3億9,390万円
（5.8％）

農林水産業費
4億6,680万円（6.8％）

衛生費
9億3,748万円
（13.7％）

総務費
10億785万円
（14.8％）

公債費
13億4,549万円
（19.7％）

民生費
15億882万円
（22.1％）

災害復旧費
6,509万円（1.0％）

一般会計予算　68億2,700万円
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平成24年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所
○コアラ　　　4月17日（火）9：30〜 11：30　総合福祉センター（はじめましての会）
○カンガルー　4月24日（火）9：30〜 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）
	 毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。
【栄養相談】・4月12日（木）　9：30〜 11：30　自然体験世代交流センター
　　　　　・4月23日（月）　9：00〜 11：30　子育て支援センター（野上第1保育所）	
【献血のお知らせ】
4月16日（月）10：00〜 12：00　JAながみね野上支店　　3：30〜 16：00　野上工業団地（前田鉄工）
5月5日（土）10：00〜 12：00　紀美野町のかみふれあい公園　　13：00〜 16：00　
※詳しい献血情報は、テレビ和歌山「けんけつちゃんねる」（テレビリモコンdボタンでみれます。）をご覧ください。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

4月　９日（月）　　9：30〜 10：30
4月２３日（月）　　9：30〜 10：30

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 4月　９日（月）　　9：30〜 10：30
4月２３日（月）　　9：30〜 10：30

検 便 4月　９日（月）　　9：30〜 10：30
4月２３日（月）　　9：30〜 10：30

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

4月１１日（水）　　9：00〜
4月２５日（水）　 13：30〜
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

4月　９日（月）　 10：30〜 11：30
4月２３日（月）　 10：30〜 11：30
※　予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日　　9：00〜 17：00

エイズ即日検査 検査結果は約1時間後（確認検査が必要と判断された場
合は約2週間後）にお知らせします。

4月２３日（月）　 17：00〜 19：00
※　予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで	 	 海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（4月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：4日、11日、18日、25日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、
必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこ
ないます。
問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

紀の国わかやま1万人健康リレーウォーク
陸上競技のトラックを走ってみませんか?
ウォーキングは、約4kmを歩きます。
さわやかな5月の風にあたりながら、身体を動かしましょ
う。家族、友人、職場の仲間、みんなで参加しませんか?

■日　時　平成24年5月26日（土）　午前9時〜12時
■場　所　紀三井寺公園　補助競技場
※駐車場スペースに限りがありますので、公共交通機関の
ご利用をお願いします。

■入場料・参加費　無料（参加申込必要）
■募集人数　50名
※応募者多数の場合は、抽選にて決定し、当選者には後日
案内を送付します。

■申込締切　平成24年　5月7日（月）必着
■申込方法　はがきまたは、FAXで参加される方の住所・
氏名・年齢・電話番号(同伴者がある場合4名様まで氏
名・年齢）をご記入のうえお申込ください。

■お申込・お問い合わせ
　和歌山保健医療圏地域・職域連携推進協議会事務局
　海南保健所　保健福祉課　　辻村、山本
　TEL:073-482-0600　FAX:073-482-3786

保健センターだより
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24年度　ヒブ・小児肺炎球菌・子宮頸がん予防
ワクチン接種費用助成について
　紀美野町では、平成23年4月より、ヒブ・小児肺炎球
菌・子宮頸がんのワクチンの接種費用の助成（無料券の交
付）を行っています。今年度新たに対象年齢になる方には
随時ご案内しますので、接種を希望される方は保健福祉
課にお申込みください。
助成期間：平成24年4月1日〜平成25年3月31日に接種
した費用が無料になります。
◆事前に保健福祉課に申し込みなしに接種された場合は、
原則として払い戻しはいたしませんのでご注意ください。

接種場所：海南海草管内の指定医療機関
◆詳細については紀美野町ホームページをご覧いただく
か、保健福祉課にお問い合わせください。

◆医療機関に直接予約してください。接種時、受付に無
料券を提示してください。

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン
対象者：紀美野町に住民票がある、2か月〜 5歳未満（5
歳のお誕生日の前々日まで）
◆お子様が2か月になりましたら保健師が訪問または郵送
にてご案内しています。

接種スケジュール： 
接種開始年齢 ヒブワクチン 小児肺炎球菌ワクチン

2か月〜7か月未満 3回+追加1回 3回+追加1回
7か月〜1歳未満 2回+追加1回 2回+追加1回
1歳〜2歳未満 1回 2回
2歳〜5歳未満 1回 1回

国民健康保険被保険者のみなさんへ
《人間ドック・脳ドック》

◆対象者：30歳から74歳までの紀美野町国民健康保険
の被保険者で、国保税の滞納のない方
（※ドック受診前に国民健康保険を離脱した方は受診でき
ません。）
◆受付期間：平成24年4月5日〜平成24年10月31日
※ただし、医療機関の受け入れ状況により受付を締め切
る場合があります。
◆実施期間：平成24年4月12日〜平成24年12月21日

人間ドック
○主な検査項目　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・
心電図・腹部超音波検査・肺機能検査・骨密度検査・
胃検診・大腸検査 ( 検便 )・男性は前立腺がん検査 ( 血
液検査 )・女性は乳がん検査・子宮頸がん検査等

◆23年度に交付した接種券で、有効期限の日付（平成24
年2月または3月末）が記載されているものがあります。
4月以降の接種になる場合は差し替えしますのでご連絡
ください。

◆追加の接種券は対象年齢になりましたら送付しますが、
届かない場合はご連絡ください。

子宮頸がん予防ワクチン
対象者：紀美野町に住民票がある、中学1年生〜高校1年
生の女子（23年度中に1回または2回接種した高校2年生
も含む）
◆年度当初に中学1年生に郵送または町内中学校を通じ
てご案内します。

接種スケジュール： 
ワクチンの種類 サーバリックス ガーダシル

ワクチンの内容
HPVウイルスのうち、2
種類のウイルスに対する
予防ワクチン

HPVウイルスのうち、4
種類のウイルスに対する
予防ワクチン

接種回数 初回接種から1か月後、
6か月後の計3回接種。

初回接種から2か月後、
6か月後の計3回接種

◆高校2年生で残りの接種が24年4月以降になる分につ
いては24年度の接種券を再送付します。

◆サーバリックスとガーダシルどちらを接種するかは、
医療機関と相談し、接種できる方を選択してください。

○自己負担額

医療機関
自己負担額

男性 女性
国保野上厚生総合病院 3,500円 4,200円
日赤和歌山医療センター 4,230円 5,130円
和歌山市医師会 成人病センター (和歌山ビッグ愛3階) 4,030円 4,570円
※国保野上厚生総合病院の検査日は、月・水・木（祭日は除く）です。

脳ドック
○主な検査項目　内科診察・身体計測・血液検査・検尿・
心電図・MRI 検査・MRA検査等

○自己負担額
医療機関 自己負担額

日赤和歌山医療センター 5,770円
和歌山市医師会 成人病センター(和歌山ビッグ愛3階) 5,250円
◆注意事項：人間ドック・脳ドック・特定健康診査のいずれかを年1回受診

することができます。（40歳以上の方は、特定健診受診券が必要です。）

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう !! ～

【集団健診日程】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん	
検診

大腸がん
検診

肺がん	
検診

乳がん	
検診

子宮がん
検診

5月27日（日）8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
＊乳がん検診につきましては、定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承下さい。
他の集団健診日程・医療機関健診については、４月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。
■国保特定健診対象者　：　40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

住民検診（巡回肺レントゲン検診）のお知らせ
５月１4日（月）・１5日（火）・１６日（水）・１７日（木）・１８日（金）に実施いたします。
肺がんや結核などの肺の病気を早く発見するために、ぜひ受診して下さい。詳細は５月に各戸配布でお知らせします。
肺のレントゲン検診は「住民検診（巡回肺レントゲン検診）」・「集団肺がん検診」・「医療機関での肺がん検診」のいずれか年度中
に１回、無料で受けることができます。
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和歌山県からのお知らせ
　森林を県民の財産として守り育てるため
の「紀の国森づくり税」が延長されます。
　平成19年度から施行されている「紀の
国森づくり税」が、引き続き平成24年度か
ら5年間延長されます。

○目的
　水源のかん養、県土の保全等の公益的機
能を有する森林からすべての県民が恩恵を
受けているとの認識に立ち、森林を県民の
財産として守り育て、次の世代に引き継い
でいくことを目的として、県民の理解と協
力のもと、森林環境の保全及び森林と共生
する文化の創造に関する施策に要する経費
の財源を確保するため、県民税の均等割に
加算しています。
○納税義務者　個人及び法人の県民税均等

割の納税者
○税額　個人　500円
　　　　　　　（県民税均等割に加算）
　　　　法人　1,000円〜40,000円
　　　　　　　（均等割に5%を加算）
○期間　平成19年度から施行し、今回、
　　　　平成24年度から5年間延長
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績
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８
９
―
９
９
６
０

平成24年度の国民年金保険料額とお得な前納割引制度
　平成24年度の国民年金保険料は、前年度より40円引き下げられて月額14,980円と
なります。毎月の保険料は、日本年金機構から毎年4月上旬に送られてくる1年分の「納付
書（領収済通知書）」によって翌月の末日までに納めてください。
　納付の窓口は金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエンスストアとなっていま
す。またほとんどの金融機関で口座振替（お申込み）もできます。
＊毎月納付（現　　金）
＊毎月納付翌月末振替　　14,980円×12ヵ月=179,760円　  割引はありません
　　　　　（口座振替）

前納すると保険料が割引されます
＊１年前納　（現　　金）　　　　　　176,570円　　　　　  1年間で3,190円割引

＊６ヵ月前納（現　　金）　　89,150円×2回=178,300円　1年間で1,460円割引
＊６ヵ月前納（口座振替）　　88,860円×2回=177,720円　1年間で2,040円割引

＊毎月納付早割（口座振替）    　毎月50円割引　       1年間で600円割引

《口座振替の、24年度分・1年前納と、4月分から9月分までの６ヵ月前納については
申込みを終了しています》

　口座振替で納付を希望する方は、年金手帳など基礎年金番号のわかるもの・預金通帳・
金融機関届け出印をお持ちになって、役場または年金事務所にご相談ください。
【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡489-5903
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡495-3464
　　　　　　　和歌山西年金事務所・国民年金課　℡447-1688

　
消
費
生
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行
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て
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２
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４
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４
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）
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２
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４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
等
の
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す
。

消
費
者
問
題
の
相
談
に
つ
い

て

町税・保険料は納期限内に納めましょう
平成24年度 町税・保険料の納税通知書の発送時期と、各納期限は下記の通りになります。

納税には便利で安全.確実な口座振替を利用ください

平成24年度　紀美野町税・保険料（普通徴収分）納期限一覧
期　別

税　目 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

固 定 資 産 税 5月31日 7月31日 12月25日 2月28日 ―
軽 自 動 車 税 5月31日 ― ― ― ―
個 人 町 県 民 税

 【普通徴収分】 7月2日 8月31日 10月31日 1月31日 ―

国 民 健 康 保 険 税 7月31日 10月1日 11月30日 1月31日 4月1日
介 護 保 険 料

 【普通徴収分】 7月31日 10月1日 11月30日 1月31日 4月1日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

7月31日 8月31日 10月1日 10月31日 11月30日 12月25日 1月31日 2月28日 4月1日
※納期限後の納付は、督促手数料や延滞金が発生する場合がありますので納期限内に納付をお願いします。
※納付には、納め忘れが無く便利で安全な口座振替をご利用ください。
※個人住民税の前納報奨金制度は廃止となっています。尚、固定資産税は従来どおりです。
お問い合わせ　紀美野町役場　税務課　℡ 489-5905　美里支所　住民室　℡ 495-3465

平成23年度（月額） 平成24年度（月額）
児童扶養手当

全部支給の場合 41,550円 41,430円
一部支給の場合 9,810円〜 41,540円 9,780円〜 41,420円

特別児童扶養手当
１級 50,550円 50,400円
２級 33,670円 33,570円

特別障害者手当 26,340円 26,260円
障害児福祉手当 14,330円 14,280円
福祉手当（経過措置分） 14,330円 14,280円
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平成24年度固定資産税評価替え
　町では、この評価替えの基準年度に併せて、より精密な
評価を行えるよう、宅地の評価方法を従来の『その他の宅
地評価法（標準宅地比準方式）』から『市街地宅地評価法（路
線価方式）』に一部の地域を変更します。
路線価方式とは・・・
　主に、住宅の密集した地域（市街地）に適用する方法で、
道路ごとに価格（路線価）を付け、道路に面している土地の
面積に路線価を乗じて評価額を算出する方法です。
※路線価とは、宅地の評価額の基準となる価格で、道路
に面する標準的な宅地の1平方メートル当たりの価格のこ
と。宅地の評価額は、この路線価を基にしてそれぞれの宅
地の状況（奥行、間口、形状など）に応じて求められます。
標準宅地比準方式とは・・・
　ある程度、にかよった地域（状況類似地域）ごとに区割り
し、その中の標準的とされる宅地の価格を、その地域の評
価額として算出する方法です。
路線価方式に変える理由
　町ではこれまで、標準宅地比準方式により評価を行って
きました。
　しかし、市街地的な形態を形成する地域にあっては、従
来の標準宅地比準方式より、路線価方式による評価のほう
が望ましいことから変更することとなりました。

固定資産路線価の公開
　平成24年度固定資産税路線価は、4月2日から公開して
います。

固定資産税の縦覧について
　固定資産税の納税者の方は、町内の全ての土地又は家屋
の価格をご覧いただくことができます。（ただし、土地だ
けの納税者の方は土地に係るものだけ、家屋だけの納税者
の方は家屋に係るものだけです）
　縦覧できるものは、土地価格等縦覧帳簿（所在、地目、
地積、評価額）、家屋価格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、種
類、構造、床面積、評価額）です。
	
縦覧期間…平成24年4月1日〜 5月31日（土・日、祝日

を除く）の午前8時30分〜午後5時15分まで
の間

場　　所…税務課（本庁）
手　数　料…無　料
※本人確認できるものをご持参ください。
※納税者の同居の親族・代理人で委任状を提示した方や、
納税管理人、相続人も縦覧できます。

【問合せ先】　税務課固定資産税係　℡　489-5905

税務課から固定資産税のお知らせ

《農業者の皆さんへ》「平成24年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成24年4月1日〜平成25年3月31日に行う下記事業に対
し予算の範囲内で補助金を交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、事業計画書及び見積書等の書類の提出が必要
となります。募集期限は平成24年11月30日までです。
　詳細については、役場産業課（TEL 489-5901）または美里支所　産業・建設室（495-3462）へお問い合わせください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額

農地の改良等（工事費） 基盤（擁壁等含む）区
画整備・フラット化

農園地面積10ａ以上、2戸以上
のグループ 町1/3以内 1グループあたり

50万円

果樹、野菜、花き園地の施設
化（資材費）

パイプハウス等施設
化

園地面積1a以上、2戸以上のグ
ループ（ハウス内設備は対象外） 町1/3以内 1グループあたり

50万円

果樹園、水田、畑地の防除施
設及びかん水施設整備（資材
費）

防除タンク・かん水
チューブ・スプリン
クラー

2戸以上のグループ 町1/3以内 1グループあたり
50万円

イノシシ捕獲檻の製作、購入
（購入費） －－－

わな猟免許取得者１人につき5
基以内（既に補助を受けている
方は残数とします。）

町1/3以内 １基あたり2万円

農作物被害防止施設整備（資
材費） 防護柵・電気柵 －－－ 町1/3以内 1ｍあたり300円

高品質生産対策（マルチ資材
費）JAながみね経由

対象作物：柿、みか
ん －－－ 町1/10以内 －－－

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行
う

遊休農地1a以上を3年以上借受
け及び取得して生産活動の継続
を行う農業者

1aあたり
5千円

1農家あたり年間15万
円以内（初年度のみ）　

農地集積推進（賃借料,取得費）
農地を借り受け及び
取得して規模拡大を
行う

認定農業者または49歳以下の
農業者 町1/3以内

1人あたり年間10万円
（賃借は補助期間3年、
取得は初年度のみ）

新産品産地化（資材費） 新しい産品による産
地化の支援を行う

認定農業者または49歳以下の
農業者が行う産地化づくり（概
ね30a以上）

町1/2以内 １農家あたり年間10万
円（補助期間3年）

農業機械整備（購入費） 農業機械を購入し作
業の効率を上げる

動力式農業機械を購入した農業
者（トラック・中古農業機械・
修理による動力機械の取替えは
対象外）

町1/10以内

１農家あたり１機のみ１
機10万円以上の動力式
農業機械を購入した費用
に対して10万円まで
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下
記
の
日
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を
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施
し
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す
。

期
間
中
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、
わ
な
・
檻
・
銃
器

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
山
の
中
等

で
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま

た
設
置
し
た
捕
獲
猟
具
に
は
絶
対

に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

☆
有
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獣
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獲
許
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は
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獣
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た
め
に
自
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ら
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。
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来
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し
ま
す
。

【
期　

間
】平
成
24
年
４
月
１
日
～

５
月
20
日（
４
月
28
日
～
５
月
６

日
は
除
く
）

【
地　

域
】紀
美
野
町
全
域（
鳥
獣

保
護
区
を
含
む
）野
中
鳥
獣
保
護

区
、
下
真
国
鳥
獣
保
護
区
、
国
吉

鳥
獣
保
護
区
、
毛
原
宮
鳥
獣
保
護

区（
生
石
山
鳥
獣
保
護
区
は
、
登

山
者
等
の
安
全
を
考
慮
し
許
可
し

ま
せ
ん
。）

【
方　

法
】銃
器
・
檻
・
わ
な

【
委
託
先
】紀
美
野
町
猟
友
会

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
が
原
則
禁
止

と
な
り
ま
す
！

平
成
24
年
４
月
か

ら
、
愛
が
ん
飼
養
目

的
で
許
可
さ
れ
て
い

た
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

原
則
禁
止
と
な
り
ま
す
。

屋
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い

高
齢
者
等
に
対
し
自
然
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
等
の
特
別
な
理

由
が
無
い
限
り
捕
獲
は
出
来
ま
せ

ん
。ま

た
、
既
に
飼
養
さ
れ
て
い
る

方
は
、
引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す

の
で
、
登
録
の
更
新
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

捕
獲
許
可　

海
草
振
興
局
健
康

福
祉
部
衛
生
環
境
課

　
　

℡ 

４
８
２
―
０
６
０
０

　

飼
養
登
録　

役
場　

産
業
課　

　

℡ 

４
８
９
―
５
９
０
１

対象鳥獣 捕獲区域 捕獲期間 捕獲方法 捕獲員

イノシシ
ニホンジカ

紀美野町全域

平成24年
３月16日～
平成24年
6月13日

銃器
檻
わな

紀美野町
猟友会

カワウ
紀美野町内の
河川・湖沼

平成24年
３月16日～
平成24年
５月31日

銃器
紀美野町
猟友会

鳥獣名 捕獲数

イノシシ 308

シカ 12

カラス 7

カワウ 12
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

５
月
13
日
（
日
）　

雨
天
中
止
（
態
度
決
定
午
前
７
時
）

■
集
合　

上
真
国
区
民
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
受
付
（
玄
関
前
）

■
コ
ー
ス　

上
真
国
区
民
セ
ン
タ

ー　

午
前
10
時
発
‥
円
明
寺
‥

（
新
道
）
‥
銀
河
の
里
‥
四
郷

‥
午
前
11
時
30
分
頃
着　

垣
内

（
紀
の
川
市
細
野
キ
ャ
ン
プ
場
）

（
昼
食
・
休
憩
）（
折
り
返
し
）

午
後
０
時
30
分
発
‥
四
郷
‥
（

旧
道
）
‥
円
明
寺
ケ
ヤ
キ
の
大

木
‥
穴
の
妙
見
（
神
社
）
‥
北

野
‥
上
真
国
区
民
セ
ン
タ
ー

　

午
後
２
時
30
分
頃
《
約
12
㎞
》

※
お
昼
休
み
に「
お
餅･

お
菓
子
ま

き
」を
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！

■
参
加
費　

無
料
（
主
催
者
で
１

日
の
傷
害
保
険
に
加
入
）

■
持
ち
物  

お
弁
当
・
雨
具
な
ど

ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の 

■
申
し
込
み　

５
月
８
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

天
文
教
室

「
金
環
日
食
１
カ
月
前
！
」

■
日
時　

４
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
～

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
参
加　

無
料
、
定
員
50
名

■
申
し
込
み　

天
文
台
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｗ
特
別
イ
ベ
ン
ト

「
日
食
メ
ガ
ネ
を
作
ろ
う
！
」

■
日
時　

４
月
28
日
（
土
）
～
30

日
（
月
）
、
５
月
３
日
（
木
）

～
６
日
（
日
）
の
７
日
間

■
時
間　

午
後
３
時･

４
時･

５
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

無
料
、
各
回
定
員
20
名

■
受
付　

先
着
順（
45
分
前
か
ら
）

Ｇ
Ｗ
の
休
館
日

５
月
１
日
（
火
）
と
２
日
（
水
）

が
お
休
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
展
示
会　

４
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

写
真
、
日
本
画
、
洋
画
、
生
け
花
、

短
歌
、
俳
句
、
木
彫
り
、
ち
ぎ
り
絵

■
芸
能
発
表
会

４
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

舞
踊
、
歌
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟

■
お
茶
席

４
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

■
日
時　

４
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
（
２
階
和

室
研
修
室
）

■
申
し
込
み　

４
月
12
日
（
木
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
者  

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ

を
除
く
）

■
参
加
費 

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

＊
文
化
協
会
の
会
員
募
集
!!

あ
な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加

し
て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま

せ
ん
か
!!

（
年
会
費
１
人
１
，
０
０
０
円
）

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

（
昼
食
費
含
む･

当
日
徴
収
）

■
賞  

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦

５
回
戦
、将
棋
は
総
平
手
戦
で
、

申
し
込
み
多
数
の
時
、
分
か
れ

て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会　

囲
碁
部
・
将
棋
部

※
上
真
国
区
民
セ
ン
タ
ー
は
駐
車

場
が
狭
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

ハ
イ
キ
ン
グ
用
送
迎
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み

必
要
）

【
中
央
公
民
館
】　
午
前
８
時
30
分
発

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】　
午
前
８
時
50
分
発

■
そ
の
他

・
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
中
止
の
場
合
、
午
前
７
時
に
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議･

青
少
年
育
成
委
員

会
■
問
い
合
わ
せ　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集
!!

～
花
野
原
か
ら
垣
内
へ
真
国
川
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
を
た
ず
ね
て
～

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

第
７
回 

文
化
協
会
展
示
会･

芸
能
発
表
会

‘12
春
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
ご
案
内
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万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
掛
金　

例（
１
人
あ
た
り
年
額
）

○
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

○
大
人　
　
　
　

１
，
８
５
０
円

○
65
歳
以
上
の
団
体

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

○
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
の
団
体　
　
　

８
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動

中
の
事
故
、
活
動
へ
の
通
常
の

経
路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
午
前
０
時

よ
り
平
成
25
年
３
月
31
日
午
後

12
時
ま
で

※
但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
手
続
日
の
翌
日
午
前
０
時

よ
り
有
効

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

松
浦
翔
・
橋
本
光
・
井
上
真
愛
葉

【
小
川
小
学
校
】
新
田
翔
麻
・
垣

内
歩
実
・
上
田
尚
弥
・
日
裏
柊
吾
・

西
隂
地
美
月

【
下
神
野
小
学
校
】
あ
ぶ
ら
や
き

ょ
う
い
ち
・
段
木
康
我
・
東
浦

史
歩
・
国
本
斗
和
・
折
口
幸
祐
・ 

村
社
綾
音

【
毛
原
小
学
校
】
野
口
和
佳
・
佐

野
兼
愛
・
野
口
真
瑚
・
岡
地
成
吾

･

鴫
原
正
臣
・
佐
野
僚
紀

【
野
上
中
学
校
】
今
野
夏
美
・
常

田
優
香
・
中
谷
亜
湖
・
藤
田
里
緒
・

阪
口
翔
央
・
松
元
勇
剛
・
京
井
琳
・

井
関
汐
里
・
桑
添
眞
里
奈
・
竹
本

愛
理
・
谷
口
千
優
・
平
松
奈
々

【
美
里
中
学
校
】
森
谷
秋
穂
・
花

田
絢
加
・
浦
中
瑞
季

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】
西
澤
英
里

奈･

弓
庭
淳
史
・
前
窪
享

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

４
・
11
日　

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

18
日　

知
育
玩
具
で
あ
そ
ぼ
う

25
日　

本
を
読
も
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

お
は
な
し
会

11
日　

春
の
草
花
で
あ
そ
ぼ
う

18
日　

押
し
花
作
り
を
し
よ
う

25
日　

こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

＊
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
参
加
す
る

方
は
、ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険（
下

段
に
説
明
あ
り
）
へ
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。　

児
童
生
徒
絵
画
展
示

■
展
示
期
間　

６
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美

里
支
所

【
第
一
保
育
所
】
く
ぼ
ま
さ
よ
し
・

そ
わ
か
な
と
・
み
や
も
と
ら
い
や
・

ゆ
ば
あ
お
ぞ
ら
・
く
り
や
ま
み
い

な
・
よ
し
だ
な
つ
み

【
第
二
保
育
所
】
あ
か
さ
か
ゆ
う
・

は
っ
と
り
こ
は
く
・
た
な
か
に
い

な
・
た
ぶ
ち
わ
か
な

【
神
野
保
育
所
】
い
わ
も
と
り
ょ

う
せ
い
・ 

お
り
く
ち
せ
な･

た

が
み
ゆ
う･

し
ば
た
き
と
い

【
野
上
小
学
校
】
坂
本
優
・
吉
見

成
未
・
山
﨑
陽
斗
・
奥
村
昭
斗
・

新
谷
晃
志
朗
・
小
田
大
地
・
西
門

未
悠
・
桑
添
大
輔
・
中
谷
恵
美
・

じ
ど
う
か
ん
お
や
つ
作
り

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

■
日
時　

４
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
（
調
理
実

習
室
）

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
・
エ
プ
ロ
ン

・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
す
い
と
う

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。
）

＊
先
着
30
名
ま
で

■
申
し
込
み　

４
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百
　
冊
】

調
月　

孝
彦

（
野
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ピ
エ
タ
」　
大
島
真
寿
美･

著

「
蜩
ノ
記
」　
　　
葉
室
麟･

著

「
よ
く
わ
か
る
平
清
盛
の
真
実
」

中
丸
満･

著

「
圧
力
釜
レ
シ
ピ
２
１
９
」　
　

　

グ
ラ
フ
社

「
一
瞬
の
判
断
力
」赤

星
憲
広･

著 

「
と
っ
て
お
き
の
は
い
く
」

　

村
上
し
い
こ･

著

「
日
本
の
祭
り
大
図
鑑
」　

　

芳
賀
日
向･

著

「
し
げ
ち
ゃ
ん
」 　
室
井
滋･

著

「
ゆ
め
う
り
ふ
く
ろ
う
」　

久
留
島
武
彦･

著

「
め
く
っ
て
は
っ
け
ん
！
せ
か
い

ち
ず
え
ほ
ん
」
ケ
イ
ト
・
リ
ー
ク･

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
共
喰
い
」　　
田
中
慎
弥･

著

「
あ
つ
あ
つ
を
召
し
上
が
れ
」

小
川
糸･

著

「
こ
れ
で
お
し
ま
い
」佐藤

愛
子･

著

「
『
が
ん
ば
ら
な
い
』
を
生
き
る
」

鎌
田
實･

著

「
７
歳
ま
で
に
学
力
ア
ッ
プ
！
」

親
野
智
可
等･

著

「
絶
品
！
薄
力
粉
レ
シ
ピ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

「
タ
ン
ポ
ポ
」　
山
本
省
三･

著

「
へ
ん
し
ん
か
い
じ
ゅ
う
」

あ
き
や
ま
た
だ
し･

著

「
ト
ー
マ
ス
の
ベ
ッ
ド
タ
イ
ム
ス

ト
ー
リ
ー
」      　

   

ポ
プ
ラ
社

「
す
す
め
！
ド
ク
き
の
こ
団
」

村
上
し
い
こ･

著

☆カプラってすごい☆カローリングで遊ぼう
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
読
み
聞
か
せ
の
会
「
ほ
た
る
」）

平
成
９
年
３
月
に
、
真
国
の
お

母
さ
ん
た
ち
で
始
ま
っ
た
読
み
聞

か
せ
の
会
。
早
い
も
の
で
、
あ
れ

か
ら
十
五
年
。
最
近
で
は
、
男
性

会
員
も
増
え
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
の
子
ど
も
達
へ
の
読

み
聞
か
せ
。
子
ど
も
達
は
、
と
て

も
絵
本
が
好
き
で
、
声
に
出
し
て

笑
っ
た
り
、
読
み
の
途
中
で
、

色
々
な
質
問
が
出
た
り
・
・
・
。

紀
美
野
町
文
化
祭
で
は
、
２
年

前
か
ら
、
舞
台
で
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
い
発
表
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
今
年
は
、
ぜ
ひ
覗

い
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
（
８
月
）
今
年

は
何
か
な
・
・
・

楽
し
い
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

絵
本
を
通
じ
て
何
か
を
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
、
本
に
興
味
を
も
ち
、

本
好
き
な
子
ど
も
達
が
増
え
ま
す

よ
う
に
。

２
月
11
日
（
土
）
、
海
南
市
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
30
回
海

南
支
部
少
年
剣
道
大
会
（
春
日
神

社
杯
）
に
て
、
生
石
剣
道
ク
ラ
ブ

所
属
の
上
中
虹
輝
く
ん
（
小
学
６

年
生
）
と
北
晃
知
く
ん
（
中
学
１

年
生
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
上

中
君
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
の
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。

生
石
剣
道
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

生
石
剣
道
ク
ラ
ブ
の
部
員
活
躍
!!

平
成　

年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

３
月
11
日
（
日
）
、
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
平

成
23
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
北
海

道
小
樽
市
よ
り
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
２

名
が
参
戦
し
、
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
）内
は
住
所
と
ス
コ
ア
（
敬
称
略
）

◇
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

木
村　

勲（
和
歌
山
市
105
）

準
優
勝　

花
田
正
巳（
下
佐
々
106
）

３　

位　

三
上
健
三（
海
南
市
107
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

松
本
春
子（
岸
和
田
市
112
）

準
優
勝　

西
川
美
代
子（
吹
田
市
113
）

３　

位　

藤
井
公
実
子
（
大
阪
狭
山
市

114
）

平
成　

年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

３
月
４
日
（
日
）
、
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に

て
、
平
成
23
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
）内
は
住
所
と
ス
コ
ア
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
岡
充
夫（
和
歌
山
市
102
）

準
優
勝　

湯
上
敏
夫（
下
佐
々
103
）

３　

位　

土
橋　

勇（
動　

木
103
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

岩
切
マ
ス
子（
和
歌
山
市

98
）

準
優
勝　

弓
庭
美
鶴（
毛
原
宮
102
）

３　

位　

橘
本
陽
子（
毛
原
宮
104
）

【
小
学
校
５
・
６
年
男
子
の
部
】

優
勝　

上
中
虹
輝
（
写
真
右
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】

２
位　

北
晃
知
（
写
真
左
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
六
十
九

柴
目
と
い
う
大
字
名
の
由
来

『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
引
用
し

て
若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

柴
目
（
佐
伊
米
）

「
柴
目
の
名
義
詳
な
ら
ず
、
按

す
る
に
芝
免
の
転
訛
な
ら
ん
、
此

地
山
間
に
て
税
軽
く
芝
草
の
免
の

地
な
り
し
な
る
べ
し
。芝
免
の
名
、

名
草
郡
和
佐
荘
の
地
の
字
に
見
え

た
り
。」

『
風
土
記
』に
は
柴
目（
佐
伊
米
）

と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
シ

バ
メ
」
で
な
く
「
サ
イ
メ
」
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
し

て
は
な
に
も
触
れ
る
こ
と
な
く
、

「
芝
免
」
の
転
訛
で
あ
ろ
う
と
述

べ
て
い
ま
す
。
芝
草
の
免
と
は
大

化
の
改
新
に
お
け
る
租
・
庸
・
調

の
税
制
に
関
係
し
、
芝
草
は
そ
の

対
象
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
武
天

皇
紀
八
年
（
六
八
〇
）
に
「
紀
伊

国
伊
刀
郡
貢
芝
草
」(

『
和
歌
山

県
政
史
』
第
一
巻
「
伊
都
郡
の
古

名
」)

と
あ
る
所
か
ら
見
る
と
、

貢
物
と
し
て
の
芝
草
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
芝
草
を
広
義
の
税
と
考

え
、
柴
目
は
山
間
で
あ
る
か
ら
産

物
（
主
と
し
て
米
の
生
産
）
が
少

な
く
芝
草
を
税
と
し
た
と
解
さ
れ

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
直
接
貧
困
と

直
結
す
る
こ
と
は
甚
だ
思
慮
不
足

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

練習日時：毎月第１土曜日（午後７時３０分～）
場所：真国区民センターと交流センターで交互に

23

23上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん
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  天文台だより
　まもなく金環日食２０１２（その６）
　「どこから見えるか、確認を」
	 矢動丸　泰（天文台長）

５月21日(月)の朝に金環日食が見えるのは、春の
朝日が上る東の方角です。日食が起こるのは午前中
の早い時間です。そのとき太陽は、あまり空高くま
で上ってきていません。紀美野町は皆さんがお住ま
いのすぐ近くまで山々が迫っている所も多く、金環
日食の時間には太陽がまだ山に隠されている場所も
あるでしょう。そこであらかじめ、晴れた日の朝に
でも、日食を見ようと思っている場所から太陽が見
えるか確認しておいて欲しいのです。もしも、金環
日食となる時間帯（７時30分少し前）に日食を見
ようと思っていた場所から太陽が見えなかったら、
親戚や近所のお友達の家など、太陽が見える場所を
確認して、日食当日に遊びに行く約束をしてくださ
い。
紀美野町では一生に一度の出来事と言って良いほ
ど珍しい現象です。当日になってあわてないよう、
日食メガネはもちろんですが、見る場所についても
あらかじめ
準備をして
おいてくだ
さいね。

  学校だより
　テーブルマナー教室
	 紀美野町立下神野小学校

卒業をひかえた６年生が、２月末、三尾川のフレ
ンチレストラン「Chezみなみ」さんで、テーブル
マナー教室を体験させていただきました。これは、
毎年、オーナーの南さんがご厚意で６年生を招待し
てくれているものです。運ばれてくる本格的なフル
コースの料理をもとに、ナイフ、フォーク、スプー
ンの使い方や使われている魚や肉、野菜について解
説をしていただきました。温かいものは温かく、冷
たいものは冷たくお出しするというシェフの心構え
も教えていただきました。どの料理もとても綺麗で、
おいしくて、みんな完食でした。カボチャが苦手と
いっていた子も、一口食べて「わあ、こんなおいし
いスープ初めて」と驚きの声をあげていました。
南さんから、「食材本来の味を大切にしている。
野菜など地元の食材を上手く使う。」という話も聞
きました。今、重視されてきている「食育」の勉強
ができたと思います。また、町内でとてもおいしい
野菜が採れることがわかり、ふるさと（紀美野町）
に自信が
持てたよ
うに思い
ます。

歌
　
の
　
小
　
道

春
ご
た
つ
再
放
送
の
時
代
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

ソ
ノ
シ
ー
ト
積
み
て
幾い

く
と
せ年

卒
業
期
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

蝋ろ
う
ば
い梅
の
枝
の
向
か
う
に
村
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

稜
線
の
風
車
み
な
止
み
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

落
葉
焚
鳥
の
古
巣
も
掻
き
寄
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

住
み
な
れ
し
独
り
暮
し
に
猫
の
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

古
書
店
の
長
き
庇ひ

さ
し

や
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

展ひ
ら

け
ゆ
く
海
を
眼
下
に
青
き
踏
む
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

霜
柱
帽
子
の
や
う
な
土
を
乗
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

稚
魚
群
れ
て
話
題
は
何
ぞ
水
温
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

紅く
れ
な
いの

山
茶
花
散
り
し
く
遊
歩
道

　
　
　
　
　
曇
り
空
に
も
心
華
や
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

冷
え
ま
さ
る
朝
に
し
あ
れ
ど
立
春
と

　
　
　
　
　
暦
に
見
れ
ば
こ
こ
ろ
な
ご
ま
む
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

抽ひ
き
だ
し斗
に
解
ら
ぬ
鍵
の
数あ

ま

た多
あ
り

　
　
　
　
　
捨
て
る
に
捨
て
ら
れ
ず
振
り
て
見
に
け
り
　
河
野
昭
子

幾
峯
を
見
渡
す
日
毎
の
犬
の
散
歩

　
　
　
　
　
鼻
先
痛
し
睦
月
の
風
に
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

家
内う

ち

は
整
理
掃
除
と
多
々
あ
れ
ど

　
　
　
　
　
農
に
出
る
癖
五
体
が
さ
わ
ぐ
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

落
葉
敷
く
小
道
の
真
な
か
草
青
み

　
　
　
　
　
春
の
萌き

ざ

し
に
頭
持
ち
上
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

お
互
に
マ
ス
ク
を
取
れ
ば
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
若
き
日
の
友
話
は
ず
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

よ
う
や
く
に
春
の
陽
光
身
に
受
け
て

　
　
　
　
　
胸
の
鬱う

つ
う
つ々

空
に
は
き
出
す
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

家
も
な
く
故
郷
も
な
し
東
北
も

　
　
　
　
　
歳
月
経
て
ば
笑
う
日
が
来
る
　
　
　
　
　
　
福
嶋
喜
代

は
る
ば
る
と
孫
の
便
り
に
声
あ
げ
て

　
　
　
　
　
名
を
呼
ん
で
み
る
こ
ん
な
夕
日
に
　
　
　
笹
田
美
代
子
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林
野
火
災
想
定
訓
練
実
施

去
る
３
月
11
日
、
紀
美
野
町
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
於
い
て
消
防

本
部
、
消
防
団
及
び
和
歌
山
県
防

災
航
空
隊
と
合
同
で
林
野
火
災
発

生
時
の
防
御
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。神

野
市
場
地
内
の
山
林
に
お
い

て
火
災
が
発
生
し
、
折
か
ら
の
強

風
に
あ
お
ら
れ
山
頂
方
面
に
延
焼

拡
大
中
と
い
う
想
定
で
、
消
防

職
・
団
員
１
９
３
名
が
ポ
ン
プ
13

台
を
運
用
し
、
地
上
か
ら
の
放
水

や
防
災
ヘ
リ
へ
の
給
水
を
行
う
と

共
に
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
空
中
消

火
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
発
生
！
　
そ
の
時
あ
な

た
は
ど
う
す
る
？

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
多
く

の
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
大
惨
事
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
災
害

対
策
に
い
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

防
災
の
基
本
は
「
自
分
の
身
の

安
全
と
財
産
は
自
分
で
守
る
」
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

避
難
経
路
の
確
認
や
家
屋
の
点

検
、非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
、

家
族
で
も
う
一
度
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡　

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

必ずやってくる東南海・南海地震に
備えよう！

《地震が起きた時の心得 10 ヶ条》
１．まず、わが身の安全を。

揺れがおさまるまで、
机の下など丈夫な家具
に身を寄せましょう。

２．すばやく火の始末。
落ち着いて火を消し、ガスの元栓を閉め
てください。

３．戸を開けて出口の確保。
建物がゆがみ、ドアが開かなくなること
があります。まず出口を確保しましょう。

４．火が出たらすぐ消火。
火が出たらすばやくみんなで消
火活動を。延焼したら大変です。

５．あわてて外に飛び出さない。
外に出るときは落下物などに注意してく
ださい。

６．狭い路地・ブロック塀には近づかない。
狭い路地、塀ぎわ、門柱、石垣に近づか
ない。

７．協力し合って応急救護。
みんなで協力し合って、けが人や病人の
応急救護の対策を行いましょう。

８．山崩れ・崖崩れ、津波に注意。
危険な場所ではすみやかな避難行動を取
りましょう。

９．避難は徒歩で荷物は最小限にする。
車での避難は危険です。道路は緊急車両
が優先されます。

10．正しい情報を聞く。
デマに惑わされることのないように、正
しい情報を入手し、冷静な行動に努めま
しょう。

陸上自衛隊信太山駐屯地創立記念行事の開催について
１　行 事 名　　陸上自衛隊信太山駐屯地創立５５周年記念行事
２　日　　時　　平成２４年４月２９日(日)　
　　　　　　　　午前９時から午後３時までの予定で一般開放します。
３　場　　所　　陸上自衛隊信太山駐屯地（大阪府和泉市伯太町官有地）
４　行事内容　　観閲式・訓練展示・装備品展示・体験試乗・太鼓演奏・子供広場等
５　そ の 他　　（１）荒天(暴風雨)の場合は、一部行事を中止又は変更して行います。
　　　　　　　　（２）お車でのご来隊はご遠慮下さい。公共の交通機関をご利用下さい。
　　　　　　　　（３）入場料はすべて無料です。どなたでも入場可能です。
６　お問い合わせ先　陸上自衛隊信太山駐屯地広報室　℡ ０７２５－４１－００９０(内線２０４)

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

２月の消防の動き
●火災発生件数…1件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 38（　） （　）

　（　）

38（　）
一 般 負 傷 （　）
交 通 事 故 　（　）

７（　） ７（　）
　（　）

４（　） ４（　）
　（　）

そ の 他 （　）
合 計 49（　） 49（　）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
5
月
6
日
（
日
）
で
す
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厳しい寒さが遠のき、春らんまんの陽気になってきまし
たが、花粉症の人には辛い季節ですね。花粉症の人が増え
てきたのは、日本人の食生活が欧米化してきたことや、高
カロリーの食品や添加物を多く含むインスタント食品の摂
り過ぎなどが原因であるとも言われています。体を司るの
には「食」が重要なポイントを占めています。毎日の食生
活を見直し、ご飯・魚・旬の野菜などバランスの取れた元
気のための食生活を心がけてみましょう。

最近はどの野菜も一年中ありますが、旬の野菜は一番栄
養があるうえ、その季節に合った働きをしてくれるので
「旬の野菜を食べる」ということがとても大切です。元気
いっぱいの野菜をたっぷり摂って、体の状態を良くしてあ
げましょう。

今回は春キャベツを使った料理をご紹介します。色とり
どりの野菜は見た目にも綺麗なので色んな野菜と組み合わ
せ、食べることとともに料理をすることも楽しんでいただ
きたいと思います。

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
■募集訓練科　・ビル管理科　
■訓 練 期 間　６月５日（火） ～ 11月29日（木）
■募 集 期 間　４月６日（金） ～ ５月11日（金）

春野菜の卵サラダ（４人分）
（材料）

キャベツ　　　1/３個　　カリフラワー　１５０ｇ
ミニトマト　　８個　　　 卵　　　　　　４個
オリーブ油　　大さじ２　 塩　　　　　　小さじ1/２
酢　　　　　　大さじ２

（作り方）
１、卵は塩を加えて５分間茹で、冷水で冷ます。
２、キャベツは８等分のくし形切りにし、カリフラワー

は小房に分けて少し硬さが残るくらいに茹でる。
３、フライパンにオリーブ油を熱し、中火でキャベツと

カリフラワーの表面を焼きつけ、トマトもへたを取
ってさっと焼く。

４、焼き色がついたら全体に塩をふって器に盛る。
５、（１）の卵の殻をむき、（４）にのせ、フォークで割っ

て黄身をくずし、酢をかける
週末など時間に余裕がある時は八百屋さんやスーパーに

行き、旬のものを確認するのも良いですね。　
産業課より

■受 講 料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
■問い合わせ先

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
和歌山職業訓練支援センター　℡073‐461‐1532

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第22回）

訂正　3月号（２ページ）の知事感謝状の記事の中で、小馬場和子氏の住
　　　所「桶下」は、「樋下」の誤りでした。お詫びして訂正します。

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
6日（金） 町内保育所入所の集い 各保育所 保健福祉課 489-9960
8日（日）13:30 〜 きみの児童合唱団定期演奏会 中央公民館 中央公民館 489-5915

〃 11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【１６日(月)・２２日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
　9日（月） 移動町長室【２４日(火)】 美里支所 総務課 489-5912

　 住民室 495-3471
〃 野上、美里中学校入学式 各中学校 総務学事課 489-5910

10日（火） 町内小学校、長谷毛原中学校入学式 各小・中学校 総務学事課 489-5910
15日（日） 9:30 〜 春の囲碁・将棋大会 中央公民館 中央公民館 489-5915
18日（水）13:00 〜 行政相談【～１５: ００】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
21日（土） 9:00 ～ 文化協会展【～２２日（日）】 文化センター 生涯学習課 489-5915

〃 13:30 ～ じどうかんおやつ作り 中央公民館 青少年センター 489-5909
〃 14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

22日（日）10:30 ～ ふれあいステージ 文化センター 生涯学習課 489-5915
28日（土） 15:00・16:00・17:00天文台ＧＷイベント【～３０日（月）】 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
29日（日・祝）11:00 ～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489-5901
5月3日（木・祝） 15:00・16:00・17:00　天文台ＧＷイベント【～６日（日）】 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

４月

編 集 後 記
４月、町内の山々では桜の花が咲き誇り、一年で一番美しい季節

を迎えました。この時期、入学（園）、入社と新しいスタートをきられる

方も多いことと思います。

また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスタートします。

　今後ともよろしくお願いします。

紀美野町の人口

（平成24年２月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,507人
 …………　男　 4,889人
 …………　女　 5,618人
 …………数帯世 4,605世帯
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方も多いことと思います。

また、町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスタートします。
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写
真
左
か
ら
加
納
国
孝
町
議
会
議
長
、
寺
本
光

嘉
町
長
、
日
浦
英
二
小
川
の
郷
づ
く
り
会
会
長

岩橋委員長から寺本町長に計画書が手渡されま
した。

完成した毛原上集会所

福
井
地
区
（
小
川
宮
）
に
生
石

高
原
登
山
者
駐
車
場
が
完
成
し
、

２
月
26
日
（
日
）
、
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
駐
車
場
は
生
石

高
原
（
標
高
８
７
０
ｍ
）
へ
の
登

山
客
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整

備
さ
れ
、
普
通
自
動
車
18
台
、
軽

自
動
車
４
台
、
大
型
バ
ス
２
台
が

駐
車
で
き
ま
す
。 

竣
工
式
で
は
、
寺
本
町
長
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
、
駐
車
場

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
川
の
郷
づ
く
り
会

会
員
手
作
り
の
温
か
い
芋
煮
が
出

席
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
同

会
の
方
々
を
中
心
に
、
早
朝
よ
り

駐
車
場
周
辺
の
草
木
の
伐
採
が
行

わ
れ
、
美
し
く
な
っ
た
駐
車
場
で

の
竣
工
式
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
生
石
高
原
の
登
山
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多
く
の
登
山
者

が
こ
の
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

毛
原
上
集
会
所
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
２
月
27
日
に
町
、
地
元

関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
集
会
所
は
、
木
造
平

家
建
て
、
述
べ
床
面
積
83
・
43
㎡

で
、
間
取
り
は
、
集
会
室
と
調
理

室
、
玄
関
・
ホ
ー
ル
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
住
民
の
文
化
、

交
流
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
策
定
委
員
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
い
た
、
介
護
保
険
事
業

計
画
、
高
齢
者
福
祉
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
、
地
域
福
祉
等
に

関
す
る
新
し
い
計
画
が
策
定
さ

れ
、
計
画
書
は
、
去
る
２
月
29
日

岩
橋
良
彦
委
員
長
か
ら
寺
本
町
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
介

護
保
険
事
業
や
健
康
づ
く
り
、
介

護
予
防
、
福
祉
事
業
等
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
石
高
原
登
山
者
駐
車
場　

完
成
！

福
井
地
区

待
望
の
集
会
所 
完 
成
！  

毛
原
上
集
会
所

き
み
の
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
１
２
・
第
２
次
き
み
の

い
き
い
き
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

平成24年度　合併浄化槽設置希望者の募集
平成24年度の合併浄化槽設置補助金の申し込みを４月から募集

します。専用住宅及び小規模な店舗等との併用住宅（基準有り）
について合併浄化槽の設置を予定されている方で、平成25年３月
末までに必ず完成できる方及び町要綱に準じて施工された方に補
助金を交付します。

【補助金額】 【奨励金】 【合計】
５人槽 332,000円 50,000円 382,000円
６～７人槽 414,000円 50,000円 464,000円
８人槽以上 548,000円 50,000円 598,000円

【受付期間】
４月２日（月）～５月11日（金）
応募者多数の場合抽選

【その他】
受付期間終了後、予定基数に達しない場合は先着順で受付い

たします。
又、先着順での受付の際、予定基数に達しない場合でも、受

付を終了させていただくことがありますので、終了時期等は、
下記までお問い合わせ下さい。

補助金額については、変動する可能性があります。
その他不明な点及び詳細については、下記までお問い合わせ

下さい。
【問合せ先】

紀美野町役場建設課下水道係　℡ ４８９－５９０４

春の全国交通安全運動
期　　間　４月６日（金）～15日（日）

平成24年度交通安全年間スローガン  子どもの部最優秀作品
～　そのライト　君の命を守るかぎ　～

運動重点
①子どもと高齢者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着

用の徹底
④飲酒運転の根絶

テープカット
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